
第5次粕屋町総合計画　後期基本計画　事務事業シート ver.3.0

款 項 目

１．事務事業の取組方向

➤ ➤

２．実施計画（PDCAサイクル）

➤ ➤

➤ ➤

３．事業フロー（ロジックモデル）

➤ ➤

➤
目標値

達成率単位： 達成率

実績値

目標値

単位：

％ 達成率

実績値

0.0% 単位：

［施策］有収率 目標値 95.0 95.0

実績値 1 1 実績値

年度 R1年度 R3年度 R7年度（最終）
水道管の更新及び新設 目標値 2 13

➤

活動指標（アウトプット） 年度 R1年度 R3年度 R7年度（最終） 成果指標（アウトカム）

95.2 97.4

単位： ㎞ 達成率 50.0%

○水資源の確保。水質管理の徹底
○浄水場設備や配水管など水道施設の更新
○給水台帳の更新、水道料金の賦課徴収

○安心で安全な水道水を安定して供給することができる。
○安定した水道事業の経営ができる。

○安心で安全な水の安定供給できる施設環境、経営環境が確保される。

①結果のアウトプット（どのような活動を行うのか） ②効果のアウトプット（活動の結果どうなるのか） ③アウトカム（町としてどうなるのか）

計画(Plan) 計画(Plan)

事業目的 実施方法 事業費（千円）

前期基本計画の主な取組と成果 後期基本計画のまちづくりの課題と展望 後期基本計画中における事務事業の取組方向
○水道により水を供給する人口（計画給水人口）の増加に対応するため耐震性
を有する配水池の新設に向けた準備を行っている。また、老朽化した配水管を
随時更新し、水道の安定供給に向けた対応を行っている。
○節水意識向上の啓発のため、水キャンペーンを実施した。

○人口増加に伴い、配水管網を再整備していくとともに、老朽化する水道施設を
適切に管理し、計画的な更新を実施し、経営基盤の強化を図る。

〇水道の安定供給を継続するため、基幹管路の新設など配水管網を整備しつ
つ、老朽化した配水管を毎年更新していく。

実施(Do)

水道事業

基本目標 ２　都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち 政策 ２ 安心で快適な生活基盤を備えたまちづくり 施策 (３) 安全で安心な水源の確保と水環境の基盤強化

令和３年度 事業区分 －

水道事業
根拠法令 水道法・粕屋町水道事業給水条例　ほか

予算科目
会計

行政計画

事業名

91001  所管課 都市政策部  上下水道課 事業年度

なし

実施(Do)

○配水池の築造工事を発注した（令和４年度完成予定）。
○基幹管路（２工区）の事業を実施、及びＪＲ推進工事の詳細設計について協
議を進めた（詳細設計は令和４年度完了予定）。
○老朽管の更新を約0.9ｋｍ行った。

年度 R2決算額 R3決算額

支出 763,552 1,051,770

改善方法
○今後も老朽化した配水管の更新などを進めていく必要があり、その費用確保
が必要である。
○自己水源が乏しく、今後の人口増加や渇水時の原水確保に不安がある。

○経営戦略を策定するとともに、料金改定の検討を行う。
○水源確保のために、井戸の調査、河川からの取水を検討する。

〇安全で安心な水の安定供給。
〇将来的に持続可能な水道事業の運営。

〇水資源の確保及び水質の検査、管理。
〇浄水場、配水管など水道施設の更新。
〇給水台帳の更新。
〇水道料金の賦課徴収（賦課の決定、納付書の送付等）。
〇配水池の新設、基幹管路の布設。

評価(Check) 改善(Action)

実施結果 課題



第5次粕屋町総合計画　後期基本計画　事務事業シート ver.3.0

款 項 目

１．事務事業の取組方向

➤ ➤

２．実施計画（PDCAサイクル）

➤ ➤
.

➤ ➤

３．事業フロー（ロジックモデル）

➤ ➤

➤
目標値

達成率単位： 達成率

実績値

目標値

単位：

％ 達成率

実績値

0.0% 単位：

水洗化普及率 目標値 96.6 97.0

実績値 13 4 実績値

年度 R1年度 R3年度 R7年度（最終）
水洗便所改造件数 目標値 20 20

➤

活動指標（アウトプット） 年度 R1年度 R3年度 R7年度（最終） 成果指標（アウトカム）

96.4 96.6

単位： 件/年 達成率 20.0%

○下水道管等の下水施設の整備・維持・管理
○下水道整備区域に対する接続・普及促進

○下水道管渠等の良好な維持管理ができる。
○水洗化普及率が向上する。

○水洗化の向上により、水路・河川等公共水域の水質保全、生活環境の向上
が図れる。

①結果のアウトプット（どのような活動を行うのか） ②効果のアウトプット（活動の結果どうなるのか） ③アウトカム（町としてどうなるのか）

計画(Plan) 計画(Plan)

事業目的 実施方法 事業費（千円）

前期基本計画の主な取組と成果 後期基本計画のまちづくりの課題と展望 後期基本計画中における事務事業の取組方向
○長期的な下水道の管路施設を管理するストックマネジメント計画を策定し、計
画に基づき施設の点検を行った。

○今後、布設後30年を経過する下水管等の管渠が増えてくることから、老朽化
等による問題が発生してくることが予想される。管路の重要度、老朽化進捗度等
を考慮した、改築・更新基準を作成する。

〇新規の整備は概ね完了しており、今後は管渠等の施設の適切な維持管理の
ため、ストックマネジメント計画に基づいた管理及び点検を行っていく。

実施(Do)

下水道事業

基本目標 ２　都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち 政策 ２ 安心で快適な生活基盤を備えたまちづくり 施策 (３) 安全で安心な水源の確保と水環境の基盤強化

令和３年度 事業区分 －

下水道事業（汚水事業）
根拠法令 下水道法、粕屋町下水道条例外

予算科目
会計

行政計画

事業名

91003  所管課 都市政策部  上下水道課 事業年度

なし

実施(Do)

○下水道管渠の清掃やマンホールポンプ施設の維持管理を行った。
○老朽化しているマンホール蓋の取替を行った。
○マンホールポンプ施設のポンプの更新を3個所行った。

年度 R2決算額 R3決算額

支出 589,324 554,456

改善方法
○管渠の整備は概ね完了しており、下水道普及率も98.3％と高い数値となった
が、今後管渠の老朽化による道路陥没や管の閉塞などのリスクが上昇する。
○施設管理をどのようにしていくかを検討し、計画をたて改修を検討する。

○未普及地区の整備については、要望等をふまえ整備を行っていく。
○老朽化についは制作しているストックマネジメント計画をより詳細なものに修正
していく。

〇下水道区域内において、水路・河川等公共水域の水質保全ならびに住民の
生活環境の向上を図る。

〇区域内の未整備区域を解消し、下水道の普及を図る。
〇下水道整備済み区域に対し接続を促し、普及を図る。
〇下水道施設等を管理し、安定的に事業を行う。
〇基幹道路のマンホール蓋の更新工事を行う。

評価(Check) 改善(Action)

実施結果 課題



第5次粕屋町総合計画　後期基本計画　事務事業シート ver.3.0

款 項 目

１．事務事業の取組方向

➤ ➤

２．実施計画（PDCAサイクル）

➤ ➤

➤ ➤

３．事業フロー（ロジックモデル）

➤ ➤
○再生処理施設の保守点検及び処理水の水質管理 ○再生処理施設のオゾン処理により処理水が有効活用できる。 ○水の循環再生処理により安全な水環境が向上する。

①結果のアウトプット（どのような活動を行うのか） ②効果のアウトプット（活動の結果どうなるのか） ③アウトカム（町としてどうなるのか）

計画(Plan) 計画(Plan)

事業目的 実施方法 事業費（千円）

前期基本計画の主な取組と成果 後期基本計画のまちづくりの課題と展望 後期基本計画中における事務事業の取組方向
○下水の再生処理施設については、運転方法の見直しを行い、動力費の縮減
に努めた。

〇施設を稼働して２０年経過しており、設備の老朽化が顕著に表れてきている。 〇老朽化した機械設備の更新工事を行い、安定した処理水の供給を行ってい
く。

実施(Do)

下水道事業

基本目標 ２　都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち 政策 ２ 安心で快適な生活基盤を備えたまちづくり 施策 (３) 安全で安心な水源の確保と水環境の基盤強化

令和３年度 事業区分 －

水循環再生処理施設事業
根拠法令 なし

予算科目
会計

行政計画

事業名

91002  所管課 都市政策部  上下水道課 事業年度

なし

実施(Do)

○再生処理施設の保守点検及び処理水の水質管理を行った。
○取水ポンプ場に設置しているポンプ２基が修理を行った。

年度 R2決算額 R3決算額

支出 37,262 45,195

改善方法
○今後も老朽化した機器等の更新などを進めていく必要があり、その費用確保
が必要である。

○住民ニーズを把握し、今後の方向性を決定し必要な修繕を計画的に行ってい
く必要がある。

〇良好な水循環環境の創出や公共施設への雑用水としての活用 〇下水道処理施設で処理した水を再生処理施設にてオゾン処理を行うことで水
質の向上を図り、安心・安全できれいに処理した水を水路や公園のせせらぎ水
路に放流する。
〇公共施設のトイレ用水として処理水を供給する。
〇取水施設のポンプの更新工事を行う。

評価(Check) 改善(Action)

実施結果 課題



第5次粕屋町総合計画　後期基本計画　事務事業シート ver.3.0

款 項 目

１．事務事業の取組方向

.

➤ ➤

２．実施計画（PDCAサイクル）

➤ ➤

➤ ➤

３．事業フロー（ロジックモデル）

➤ ➤
○雨水調整池及び流入管渠の維持管理 ○豪雨等の風水害に備える浸水対策が整う。 ○浸水被害が軽減され、安全が確保される。

①結果のアウトプット（どのような活動を行うのか） ②効果のアウトプット（活動の結果どうなるのか） ③アウトカム（町としてどうなるのか）

計画(Plan) 計画(Plan)

事業目的 実施方法 事業費（千円）

前期基本計画の主な取組と成果 後期基本計画のまちづくりの課題と展望 後期基本計画中における事務事業の取組方向
○雨水調整池の管理、水路・ため池等の見回りを気象情報を元に事前に行うよ
うに努めた。

○引き続き、施設の適切な維持管理に務めるとともに既存の施設の活用につい
て検討していく。

〇浸水被害の軽減にむけ、既存の施設の能力が最大限に発揮されるように、施
設の適切な維持管理に努める。

実施(Do)

下水道事業

基本目標 ２　都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち 政策 ２ 安心で快適な生活基盤を備えたまちづくり 施策 (３) 安全で安心な水源の確保と水環境の基盤強化

令和３年度 事業区分 －

浸水対策事業
根拠法令 下水道法

予算科目
会計

行政計画

事業名

91004  所管課 都市政策部  上下水道課 事業年度

なし

実施(Do)

○雨水調整池及び流入管の維持管理を行った。
調整池周辺施設の管理を良好なものとするため、改良工事を行った。

年度 R2決算額 R3決算額

支出 600 3,337

改善方法
○近年の開発などにより、新たな浸水被害箇所が発生している。
既存施設を最大限に活用し、小額投資で効果を発揮するように検討し、施設の
維持管理に努める。

○今後整備した調整池などの施設が機能を損なわないように状況に応じた維持
管理を行っていく。

〇近年の集中豪雨による浸水被害の軽減を図る。 〇雨水調整池及び流入管の維持管理を行う。
〇粕屋フォーラム調整池への流入管渠の改良工事を行う。

評価(Check) 改善(Action)

実施結果 課題


